





















































































































































































































































































































Ｙ１期首 　Ｙ１　 　Ｙ２　 　Ｙ３　 　 計 　
収益 31 21 11 63
費用 ─ ─ ─ ─
　利益（a） 31 21 11 63
資産残高（b） 387 268 139 0






Ｙ１期首 　Ｙ１　 　Ｙ２　 　Ｙ３　 　 計 　
収益 150 150 150 450
費用 119 129 139 387
　利益（a） 31 21 11 63
資産残高（b） 387 268 139 0













Ｙ１期首 　Ｙ１　 　Ｙ２　 　Ｙ３　 　 計 　
収益 160 150 140 450
費用 129 129 129 387
　利益（a） 31 21 11 63
資産残高（b） 387 258 129 0











Ｙ１期首 　Ｙ１　 　Ｙ２　 　Ｙ３　 　 計 　
収益 170 150 130 450
費用 139 129 119 387
　利益（a） 31 21 11 63
資産残高（b） 387 248 119 0


























































　ただし，IASB は，2006年11月公表の IFRIC 解釈指針第12号「サービス委譲
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